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謎のウェブサイト？ 

• 一体、誰が、何のため
にやっているウェブサ
イトなのか？ 

• 構造が普通の気象ウェ
ブサイトと違う。 

• やたらデータが多く、
変なデータもある。 

• 気象専門家でもない謎
の人物が、好き放題に
あれこれ書いている。 

2015/10/27 メソ気象研究会 2 



続きは次の発表で 

北本 朝展, "デジタル台風：熱帯
低気圧の実感に向けたデータの
文脈化", メソ気象研究会, 2015年
10月27日 

北本 朝展, "デジタル台風：複合災害の現状
認識を目指すビッグデータ解析", 平成27年
度京都大学防災研究所共同研究集会「台風
研究会」, 2015年11月 1日 
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自己紹介 
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• 研究分野は情報学。特に
画像処理、画像データ
ベース。 

• その後「ビッグデータ」
研究へ。特に気象情報、
地球環境情報、人文科学
情報などへの適用。 

• 最近はオープンサイエン
スの研究なども。 



デジタル台風の考え方 
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「デジタル台風」の特徴 

•座標系：ラグランジュ的な視点を基本と
するデータベースとブログの構築。 

•事例ベース：最新の状況と関連する過去
の事例をシームレスに検索。 

•長期アーカイブ：最新データに限らず、
過去データから有用な情報を抽出。 

•異種データ統合：画像、テキスト、数値、
ソーシャル等、異なるデータを結合。 
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熱帯低気圧画像コレクション 
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北半球（台風） 南半球（サイクロン） 

1978年以来の画像数は、154,000件（北半球）／35,000件（南半球） 



最新状況をキーとする検索 
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衛星画像 過去の類似雲パターン
をもつ台風を検索。 

ニュース記事 過去の類似内容をもつ
ニュース記事を検索。 

降水量分布 過去の類似降水量分布
をもつ大雨を検索。 

最新の状況に類似した過去の事例を検索し、比
較・参照に基づく意思決定を支援する。 



経路類似度に基づく台風検索 

• 動的計画法を用いて経路の類似性（経路のみ／
勢力も考慮）を評価。 

メソ気象研究会 9 2015/10/27 



画像類似度に基づく検索 
• 台風画像を検索キー
とし、類似したパ
ターンをもつ過去の
画像を高速に検索。 

• 本来は複雑な特徴量
（ドボラック法）と
すべきだが、現状で
は簡単な画像特徴量
を利用。 
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時系列検索と比較 
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長期データアーカイブ 
気象衛星画像（ひまわり） 1978- 
台風画像コレクション 1978- 
台風ベストトラック 1951- 
アメダスデータ 1976- 
合成レーダー（レーダーアメダス） 2004-（1998-） 
気象庁GPV  GSM / MSM 2002- 
天気図 1883- 
オンラインニュース記事 2003- 
ソーシャルメディア（ブログ／ツイッター） 2004- ／ 2009- 
気象災害報告 1971- 
気象庁防災情報XML 2012- 



単一データでは見えない視点 
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ニュース記事を
自然言語処理で
分析。台風番号
は固有表現認識
で一意に特定。 

社会へのインパ
クトをニュース
記事数で計測。 



2011/10/06 Webスケール時代のパターン認識 14 

固有表現抽出 

• 台風200423号の抽出は容易だが、台風200514号
の抽出はなかなか難しい。 

０４年１０月の台風２３号の豪雨による大規模な地滑りで崩壊した日
南市富土の市道富土小目井線がこのほど、２年８カ月ぶりに復旧した。
富土トンネルが開通するまで国道２２０号として使われ、沿線に観光
名所のサボテンハーブ園（休園中）がある風光明媚（めいび）な道路
として知られていた。市道は総延長約４キロ。このうち園から日南方
向に岬を曲がった所で地滑りが発生し、橋げたを含む約４００メート
ルが土砂に埋まった。当初の査定では崩壊した橋げたの撤去費用など
１３億７０００万円の工事費が見込まれたが、翌年９月の台風１４号
の豪雨で橋げたがさらに海側に押し流されて復旧工事の邪魔にならな
くなり、工事費は４億５０００万円に縮小された。（以下略）  

富土小目井線：２年８カ月ぶり、観光ロード復旧－－日南の市道 ／宮崎 
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20070628-00000300-mailo-l45  



データを解釈する文脈 
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尾鷲の24時間降水量 稚内の24時間降水量 

• 生のデータを孤立させない！デー
タの「意味」は文脈に依存する。 

• データを解釈する文脈に埋め込ん
で表示する（データの文脈化）。 

• ランキングや確率表現、他データ
との結合、自分軸への射影など。 



データ解釈の揺らぎ 

•術後一か月の生存率は９０％です。 
•術後一か月の死亡率は１０％です。 
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参考：ダニエル・カーネマン「ファスト＆スロー」、早川書房、2012 

フレーミング：論理的には等価の記
述が異なる反応（行動）につながる。 

前者の表現の方が、手術を選んだ人が圧倒的に多かった。 

客観的事実は同じでも、表現から連想する内容は異なる。 



自分軸への射影 
• 「81.1m/s」の数値だ
けでは実感がない。 

• 「50年ぶりの暴風」
「生まれて初めての
暴風」は、論理的に
は等価の記述。 

• 後者は「人生の時
間」という自分軸に
射影し、個人の実感
と関連させている。 
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最強の熱帯低気圧たち 
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Typhoon Haiyan 
(Yolanda) 
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水平・鉛直断面図 

鉛直台風：2013年11月7日12UTCの相対湿度（GSM）。左は700hPa、右は南北断面。 
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当時の台風ウェブログ 
http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/news/2013/TC1330/ 

• 他の台風とは次元が異なる強さという感じがしま
す。（2013年11月8日＝上陸日） 

• 想定する最悪のケースに近い状況が出現したので
はないか。（2013年11月10日） 

• 高潮の高さが最大で6mから8m程度に達しても不思
議ではありません。（2013年11月10日） 

• 高潮に対する人々の意識も低かった可能性があり
ます。（2013年11月10日） 

• この災害は非常に大雑把に言えば「100年に1度の
災害」と言えるでしょう。（2013年11月21日） 
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Cyclone Zoe (2002) 
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サイクロンが直撃し
た島の住人は全滅し
たのではないか、と
心配して訪れたとこ
ろ、みんな洞窟に逃
げて生きていた。サ
イクロンが来たら洞
窟に逃げろ、という
伝承が守られていた。 



伊勢湾台風（195915号） 

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-typhoon/summary/wnp/s/195915.html.ja 
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50年前の記憶を残し伝える 
•伊勢湾台風は近年
では日本で最大の
台風災害である。 

•しかしその記憶は
失われつつある。 

•記憶を残し、受け
継いでいくにはど
うすればよいか？ 

資料提供：愛知県 
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被災体験記 

• 家に水がザァーと流れ込んできた。 
• 天井を頭で突き破った。 
• 人が流れていくのが見えた。 
• 助けてくれーという叫び声が聞こえた。 
• もう死ぬのかこれでと思った。 
• 互いに名を呼び合った時が最後の別れだっ
た。 

• 家は土台だけ残して全部流失した。 
• 二ヶ月水浸しだった。 
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歴史的資料のデジタル化 

1. 伊勢湾台風調査報告、気象庁技術報告
第7号、1961の地図をデジタル化 ⇒ 
手書きの地図のため、現在の地図に合
わない。曖昧な箇所もある。 

2. アメリカ公文書館所蔵（防災科学技術
研究所提供）空中写真をデジタル化 
⇒ 位置合わせは試行錯誤を要する。 

3. 愛知県などが所蔵する災害写真 ⇒ 
許諾を受けて利用。 
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伊勢湾台風高潮データベース 
http://earth.nii.ac.jp/hydrosphere/isewan-typhoon/ 

•伊勢湾台風による
高潮の最高水位、
浸水開始時刻、最
高浸水時刻。 

•被災直後の空中写
真を地図化。 

•現在の地図と重ね
て比較可能。 
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高潮状況を地図で検索 

参考文献：伊勢湾台風調査報告、気象庁技術報告第7号、1961 

2015/10/27 メソ気象研究会 28 



鍋田干拓地 

空中写真：国立公文書館所蔵（防災科学技術研究所提供） 
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ナガシマリゾート 

空中写真：国立公文書館所蔵（防災科学技術研究所提供） 
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被災写真のデジタル化 
• 写真は災害の記憶を
呼び覚ます記録媒体。 

• 地図と連動する形で
ウェブサイトに公開
するのが効果的。 

• 許諾を得るのに手間
がかかるのが問題。 

• 50周年イベントでも
写真が多かった。 
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伊勢湾台風メモリーズ2009 
• 伊勢湾台風における
高潮を没入型大空間
にて実寸大で再現。 

• 身体という自分軸を
基準に高潮を実感。 

• 高潮データベースを
検索し、指定地点の
高潮水位を再現。 

• 会場で体験後に、
人々の記憶を収集。 
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情報空間とリアル空間 
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システム構成 
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イベント記録映像 
https://www.youtube.com/watch?v=I_SFkdndC8s 
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実写型ハザードマップ 
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伊勢湾台風メモリーズ2009 
バーチャル版 
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その後の経過 

1. 伊勢湾台風メモリーズ2009のイベントは
大好評。テレビ・新聞取材もあり。 

2. 2010年2月、バーチャル版をオープン。
高潮体験がウェブでも可能となる。 

3. 2014年9月、Google Maps API for Flashの
サービスが終了し、バーチャル版も終了。 

4. ミュージアム等に設備を設置し、高潮の
威力をあらかじめ体感しておけないか？ 
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おわりに 
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1. デジタル台風の特徴を、座標系、事例
ベース、長期アーカイブ、異種データ統
合の観点から説明した。 

2. デジタル台風の基本的な考え方の一つが
「データの文脈化」であることを述べた。 

3. 台風ハイエンに関するデータをまとめた。 
4. 高潮の脅威を体感する「伊勢湾台風メモ

リーズ2009」の取り組みを紹介した。 
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まとめ 



今後の課題 

• 「ひまわり8号」 （特に機動観測）を用
いた熱帯低気圧の解明は面白い課題。 

• ビッグデータ＋人工知能は、台風研究や
防災研究をどう変えるか？ 

• 「デジタル台風」を持続的に運用する仕
組みについて、ぜひご意見を伺いたい。 

• オープンサイエンス時代の研究基盤の一
つとしてのコミュニティポータル化？ 
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関連サイト 

• デジタル台風 
• http://agora.ex.nii.ac.jp/ 

• 伊勢湾台風高潮データベース 
• http://earth.nii.ac.jp/hydrosphere/isewan-typhoon/ 

• 伊勢湾台風メモリーズ2009 
• http://memories.eye.tc/isewan-typhoon-2009/ 

• Researchmap 
• http://researchmap.jp/kitamoto/ 
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